Panasonic I 持込修理 

音響裂品巧証書 

本書はお買い上げの日から下記期間中故障が発生した場合には 
本書裏面記載内容で無料修理を行うことをお約束するわのでず。 
ご記入いただきました個人情報の利用目的は本票裏面に記載し 
ております。お客様の個人情報に関ずるお問い合わせは、お買い 
上げの販売店にご連絡ください。詳細は裏面をご参照ください。 


品 潭 

RP - HT 260/ HT 360/ HT 560 
RP - DJ 500/ RP-H 巳400 

保証期間 

お買い上げ日から 

本体 1 年間 

孰)上げ日 

年月 ■曰 


販 

売 
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住所-販売店を 


電話〔 


パナソニック株式会社 

AVC ネットワークス社ネットワーク事業グループ 

〒571-8504大阪府門真巿松主町1番15号 TEL (06) 6908-1551 

ご販売店様へ※巧欄は必ず記入してお渡しください。 
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Panasonic 
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取扱説明書 
ステレオへッドホン 


品番 RP - HT 260/ HT 360/ HT 560 
两証書付き I RP - DJ 500/ RP - HB 400 

お買い上げいただを、まことにあ0びとラございます。 

参取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

♦ご使用前に r ま全上のごを意」（下記）をがずお読みください。 

♦な証書は「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を確かめ、 

取扱説明書とともに大切に保管してください。 


パナソニック株式会社 AVC ネットワークス社ネットワーク事業グループ 

〒已7 1-8 巳04大阪府門真市松生町1蚕1己号 
© Panasonic Corporation 2010 


安全上のごま意 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守0いただ<ことを説明しています。 

■ 誤った使い方をしたとをに生じるを害や損害の程度を区分して、説明しています。 


^胃胃 「死こや重傷を負ラおそれびある内容」です。 

A ^主胃 r 軽傷を負ラことや、財産の損害び発をずるちそれがある内容」です。 


■ お守りいただく内容を次の図記号で説明していまず。（次は図記号の例でず） 

してはいけない内容です。 9実行しなければならない内容です。 


A 警告 

0 乗り物を運面中に操作しない 
事故の原因になります。 

乗り物を運お中や、周囲の音が聞こえないとを険な場所でへッドホンを使わない 
事故の原因になります。 

参踏切や駅のホーム、車道、工事現場など、特にごを意ください。 

ヘッドホン使用時は、音量を上げずざない 

耳を刺激ずるよラな大をな音量で長時間続けて聴<と、聴力び大きく損なわれる原因に 
なります。 

( RP-HT 吕白 0， RP - HT 3 巨 0, RP-HT 已巨 0, RP-DJ 已〇 0) 

ステレオ S 二標準プラグアダプターは、乳幼旧の手の届くところに置かない 

誤って飲み込むと、身体に悪影響を及ぼします。 

参万一、飲み込んだと思われるとさは、すぐに医師にご相談ください。 
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ま全上のごま意 (必ずお守0ください ) 


ごづさ 


A を意 

〇 へッドホン接続前に音量を下げる 

♦音量を上げ過ぎたげ態で接続すると、突然大きな音び出て耳を傷める原因になること 
びあります。音量は少しずつ上げてご使用ください。 

へッドホンなどぴ直接軸れるちや邮などに異常を感じた6按用を中止ずる 
そのまま使用すると、炎症やかぶれなどの原因になることびあります。 

Q 異常に温度び高くなるところに置かない 

機器表面や部品び劣化するほか、火災の原因になることびあ0ます。 

♦夏の閉め切った自動車内や、直射日光の当たるところ、ストーブの近くでは特にご注 
意ください。 


使いかた 


①再生機器の音量を絞り、へッドホンの入カプラグを再生機器のへッドホンジヤッ 
クに差し込みます。（再生機器の取扱説明書ちご覧ください。） 

③ヘッドホンの L に )、 R (ち）の表承を確認し、正しく装着します。 

③へッドホンで音を聞さなびら、再生機器の音量を調節します。 


使用上のお願い 


♦このヘッドホンは、ステレオタイプの AV 機器用です。 

参モノラルタイプの機器では 、 R (ち）側は音び出ません。 

•接続する隱器によ0、下記の延長コードやプラグアダプターをご使巧<ださい。 

参 docomo と SoftBank のが部接続端子イ寸携帯電話： 

S 二か部接続端モプラグアダプター 

[別売 RP - PLMDG 00 (コードなし） ， RP - PLMDG 01 (コード付）] 

♦ au の外部接続端テ付携帯電話： 

S 二か部接続端モプラグアダプター 

[別売 RP - PLMAG 00 (コードなし） ， RP - PLMAG 01 (コード付）] 

※平型端モ付携帯電話では、列部接続端子から音声び出ていませんので、使用でさません。 
♦平型端モ付携帯電話 :ミニ平型プラグアダプター(別売 RP - PLMFG 01) 

♦テレビなどの映像機器 ：3 m ステレオミニ延長コード（別売 RP - CA 45 A ) 

♦標準へッドホンジャックの機器：ステレオミニ標準プラグアダプター 

[別売円 P - PA 7 1 A (円 P - HT 26 0, RP - HT 3 已0,円 P - HT 己60,円 P - DJ 已〇〇には付属されてし、 
ます)] 

♦プラグ先端のミちれにぶ0、音途切れや雑音び入る場合びあ0ます。その場合は、プラグやプラ 
グアダプターの先端を柔らかい乾いた巧で&いて<ださい。 

♦イヤーバッドは、長期の使用または保存によ0、劣化することびあ0ます。 
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くお料修理規定> 

1. 取撒說明書、本体貼付ラベル等のミ主意書に従った使巧が態で保証期間 
巧じが障した場合じは.無料修理をさせていただきます。 

(イ）無料修理をご依頼になる場合には、商品に取扱説明書から切り離した 
本書を添えていただきお買い上げの販売店にお申しつけください。 

(□) お買い上げの販売店に巧料修理をご依頼にならない場合には、 
おおくの修理ごネ目談窓□にご連絡 < ださい。 

2. ご鼠居の場合の修理ご依頼先等は，お買い上げの販売店またはおお< 
の修理ご相談窓:□にご相談ください。 

3. ご贈答品尊で本保証書に記入の販売店で無料修理をお受けになれない 
場合には、おお< の修理ご相談窓□へご連絡< ださい。 

4 . 保証期間巧でも次の場合には原則として有料にさせていただきます。 

(イ）使用上の誤り及び不当な修理や改造じよるが障及び損傷 

(□) お買い上げ陵の取が場所の移設、輸送、落下などによる故障及び損傷 

(八）义が、地震、水害、落雷、その他天巧地変及び公害、塩害、ガス害 
(硫化ガスなと‘)、異常電圧、指定:タトの使用電源（電圧、周波数）な 
どによる占女障及び損傷 

(二） 車兩、船舶等に搭載された場合に生ずるが障及び損傷 

(ホ）一般家庭用 L ソ外(例えば業務巧など）に使用された場合の故障及び 
損傷 

(へ） 本書のご添ががない場合 

(卜）本書にお買い上げ年月日、お客様を、販売店をのお入のない場合、 
あるいは字巧を書き替えられた場合 

(チ）持込修理の巧象商品を直接修理窓□へ送付した場合の送料等は 
お客様の負祖となります。また、出張修理等を巧った場合には、 
化張料はお客様の負担となりまず。 

己.本書は日本国内においてのみ有効です。 

6. 本書は再凳行いたしませんので大切に保营してください。 

7. お近くのご相談窓 n は取扱説明書の保証とアフターサービス欄をご参照 
ください。 

(ごホ目談窓□一賣表を同個の場合） 

お巧くのごす目談窓□は同袖別紙の一覧表をご参照ください。_ 

修理メモ 


《お客様じご記入いただいた個人情報（保証書控）は、保証期間内の無料 
修理対応及びその後の安を点横活動のためじ利用させていただ<場合が 
ございまずのでご了承ください。 

※この保証書は、本書に明示した期离、を件のもとにおいて無料修理を 
お約束ずるものです。従ってこの保証書じよって、1某証書を発行して 
いる者(な誌責任者）、及びそれ L ソかの事業者に対ずるお客様の法律上の 
権利を制眼ずるものではありませんので、保証期閣絕過後の修理について 
ご不明の場合は、お買い上げの販売店またはお近<の修理ご相縣窓□に 
お問い合わせ < ださし、。 

※保訝期間経過後の修理や補修用性能部品の保有期閣については別紙の 
「保証とアフなーサービス」をご覧< ださい。 

《This warranty is valid only in 」 a 日 an. 














